
苫前町くま獅子保存会少年団が町民文化祭舞台部門発表会で熱演
苫前町の無形文化財である「くま獅子舞」は、三毛別ヒグマ事件（大正４年）
の惨事から、開拓当時の先人の労苦を伝えようと、昭和４８年に同保存会が
結成され、会員の高齢化減少により７年前に同少年団を結成。
現在は、古丹別小学校児童２２名が、伝統芸能を継承している。
子どもたちの熱演に、見事熊を射止めるシーンに観衆の高齢者から
開拓当時の姿を偲び「よくやった」と声がかかるなど
何度も拍手が沸き起こっていた。

このマチに

生きてふるさと

新　時　代

苫前小学校４年　猪股祐哉くん
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平
成
十
五
年
度
苫
前
町
表
彰
式
が
「
文
化
の
日
」
の
十
一
月
三

日
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、
各
分
野
に
お
い
て
ご
尽
力
さ
れ

た
受
賞
者
の
方
々
に
、
心
か
ら
の
賞
賛
と
感
謝
の
言
葉
を
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
捧
げ
、
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

苫
前
町
条
例
に
基
づ
く
表
彰
と
し

て
、
町
の
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど
各
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
は
じ
め
、

永
年
勤
続
者
で
業
務
に
精
励
さ
れ
た

方
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
対
し
、
森
町
長
か
ら
「
本
町

発
展
の
陰
で
郷
土
愛
の
賜
物
に
よ
り

献
身
的
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
今
後
も
町
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
に
尽

く
し
た
い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、

受
賞
者
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

今
年
度
の
表
彰
は
、
自
治

及
び
産
業
に
お
け
る
功
労
者

六
名
と
自
治
、
社
会
福
祉
、

防
災
、
教
育
、
納
税
で
の
永

年
勤
続
者
十
九
名
、
多
額
寄

附
に
お
け
る
善
行
表
彰
二
名

二
団
体
。
ま
た
、
感
謝
状
が

一
般
寄
附
者
一
名
二
団
体
に

授
与
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
町
内
在
住
八
十

年
以
上
の
高
齢
者
二
十
七
名

へ
は
、
式
典
に
先
駆
け
十
月

二
十
九
日
各
家
庭
を
訪
問
し
、

感
謝
状
及
び
記
念
品
の
座
布

団
を
贈
り
、
家
業
を
通
じ
て

の
功
績
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
柴
田

文
夫
さ
ん
は
「
特
別
な
こ
と
を
行
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

表
彰
を
受
け
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
後
も
、
町
の
発
展
の
た
め

努
め
て
い
き
ま
す
。」と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
勤
続
表
彰
受
賞
者
の
う
ち

町
内
初
の
女
性
交
通
指
導
員
（
谷
口

弘
子
さ
ん
、
牧
野
チ
ヨ
さ
ん
、
中
舘

エ
イ
子
さ
ん
）
と
し
て
二
十
年
間
勤

続
さ
れ
た
谷
口
弘
子
さ
ん
は
「
こ
れ

ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
た
の
も
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。」と
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

功

労

表

彰

永
年
勤
続
表
彰

自
治
功
労
者

柴
田
　
　
文
夫
（
72
）
＝
九
重

平
成
三
年
か
ら
三
期
十
二
年
以
上

に
亘
り
、
苫
前
町
議
会
議
員
と
し
て
、

本
町
の
自
治
振
興
に
多
大
に
貢
献
さ

れ
た
。

林
　
　
秀
行
（
67
）
＝
三
渓

平
成
三
年
か
ら
三
期
十
二
年
以
上

に
亘
り
、
苫
前
町
議
会
議
員
と
し
て
、

本
町
の
自
治
振
興
に
多
大
に
貢
献
さ

れ
た
。

八
代
　
　
紀
（
65
）
＝
苫
前

昭
和
三
十
五
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
四
十
二
年
の
永
き
に
亘
り
職
務

に
精
励
さ
れ
、
こ
の
間
、
総
務
課
長

な
ど
を
歴
任
。
平
成
十
年
か
ら
は
収

入
役
と
し
て
町
政
の
円
滑
な
執
行
に

尽
力
さ
れ
た
。

齋
藤
　
浩
正
（
63
）
＝
古
丹
別

昭
和
三
十
五
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
四
十
二
年
の
永
き
に
亘
り
職
務

に
精
励
さ
れ
、
こ
の
間
、
町
民
課
長

な
ど
を
歴
任
。
平
成
十
年
か
ら
は
教

育
長
と
し
て
町
政
の
円
滑
な
執
行
に

尽
力
さ
れ
た
。

東
出
　
正
興
（
61
）
＝
古
丹
別

昭
和
四
十
六
年
苫
前
町
に
奉
職
以

来
、
三
十
年
の
永
き
に
亘
り
職
務
に

精
励
さ
れ
、
町
政
の
円
滑
な
執
行
に

尽
力
さ
れ
た
。

産
業
功
労
者

松
田
　
　
弘
（
68
）
＝
古
丹
別
　

商
工
会
理
事
と
し
て
通
算
十
七
年
、

商
工
会
長
と
し
て
四
期
十
二
年
の
永

き
に
亘
り
、
商
工
会
の
運
営
及
び
経

営
改
善
普
及
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
、
本
町
の
産
業
振
興
に
多
大
に
貢

献
さ
れ
た
。

自
　
治
　
関
　
係

☆
駐
在
員
十
年
以
上

泉
　
　
幸
一
（
77
）
＝
苫
前
（
港
）

☆
駐
在
員
五
年
以
上

工
藤
　
博
朋
（
72
）
＝
苫
前

☆
交
通
安
全
指
導
員
二
十
年
以
上

水
野
　
勝
一
（
71
）
＝
岩
見
、

田
口
　
文
雄
（
65
）
＝
古
丹
別
、

谷
口
　
弘
子
（
72
）
＝
古
丹
別
、

牧
野
　
チ
ヨ
（
64
）
＝
古
丹
別
、

中
舘
エ
イ
子
（
59
）
＝
苫
前

☆
交
通
安
全
指
導
員
十
年
以
上

坂
下
　
茂
子
（
55
）
＝
苫
前
、

白
府
勝
二
三
（
50
）
＝
旭

社
会
福
祉
関
係

☆
社
会
厚
生
委
員
十
年
以
上

堀
田
　
睦
子
（
64
）
＝
古
丹
別

防
　
災
　
関
　
係

☆
消
防
団
員
三
十
年
以
上

三
輪
　
重
人
（
53
）
＝
古
丹
別

☆
消
防
団
員
二
十
年
以
上

大
場
　
久
基
（
48
）
＝
苫
前
、

佐
藤
　
秀
夫
（
46
）
＝
苫
前
、

川
端
　
昭
夫
（
44
）
＝
苫
前

教
　
育
　
関
　
係

☆
社
会
体
育
指
導
員
十
年
以
上

瀬
戸
　
詔
隆
（
51
）
＝
力
昼

納
税
関
係

☆
納
税
貯
蓄
組
合
長
三
十
年
以
上

工
藤
吉
太
郎
（
73
）
＝
古
丹
別

☆
納
税
貯
蓄
組
合
長
二
十
年
以
上

白
府
　
義
雄
（
78
）
＝
上
平

☆
納
税
貯
蓄
組
合
長
十
年
以
上

斉
藤
　
邦
廣
（
54
）
＝
上
平
、

米
村
　
粕
一
（
73
）
＝
力
昼

表彰状を授与された自治功労者
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○
苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

昨
年
十
月
、
苫
前
町
へ
高
齢
者
福

祉
振
興
の
た
め
、
百
二
十
五
万
円
相

当
の
自
動
車
を
寄
附
。

○
留
萌
建
設
協
会
＝
留
萌
市

本
年
二
月
、
苫
前
町
へ
一
般
寄
附

と
し
て
五
百
万
円
を
寄
附
。

○
久
保
田
徳
満
＝
苫
前

本
年
五
月
、
苫
前
町
へ
振
興
公
社

経
営
健
全
化
対
策
資
金
と
し
て
五
百

万
円
を
寄
附
。

○
藤
森
敏
正
＝
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

本
年
六
月
、
苫
前
町
へ
社
会
福
祉

事
業
資
金
と
し
て
二
百
万
円
を
寄
附
。

寄
　
附

（
有
）
エ
フ
ケ
ー
ド
ラ
ッ
ク
（
代

表
福
井
俊
之
）
＝
羽
幌
町
、
苫
前
建

設
協
会
（
会
長
〜
橋
場
一
雄
）
＝
古

丹
別
、
種
田
良
子
＝
苫
前

町
内
在
住
八
十
年
以
上

春
国
タ
ケ
ホ
、
金
田
睦
子
、
年
代
喜

一
郎
＝
力
昼
、
横
岡
キ
ク
ヱ
＝
上
平
、

佐
々
木
政
市
、
佐
々
木
歌
子
、
安
藤

勇
＝
苫
前
、
横
内
和
＝
栄
浜
、
工
藤

仁
三
郎
＝
豊
浦
、
今
川
ヨ
シ
、
工
藤

勘
一
＝
昭
和
、
石
川
武
男
＝
旭
、
丹

羽
豊
治
＝
香
川
、
伊
藤
百
合
子
、
水

谷
婦
由
、
安
藤
ト
シ
ヱ
＝
長
島
、
田

口
ヨ
シ
ヱ
、
関
ツ
ル
、
廣
瀬
せ
つ
、

伊
藤
好
郎
、
鈴
木
竹
千
代
、
森
田
新

孝
、
只
石
ト
モ
ヱ
、
伊
藤
仁
三
郎
、

福
士
實
、
関
ウ
タ
子
＝
古
丹
別
、
伊

藤
一
秋
＝
九
重

古丹別在住の勲六等である中野英三さんが、叙勲單光
旭日章を受賞し、10月28日森町長や家族が見守る中、本
人自宅療養中につき妻愛子さん（83才）に北海道留萌支
庁相沢地域政策部長より伝達された。
中野英三さんは、昭和46年5月から苫前町議会議員に
初当選以来、平成3年4月まで5期20年の永きに亘り在職
する中、昭和58年から8年余り同議会副議長として議会
の円滑な運営に尽力され、本町の教育、文化、福祉の向
上に大きく貢献されました。
受賞にあたり二男の幸洋さん（50才＝増毛町在住）は

「この度の叙勲という縁は、苫前町の皆さんがお世話し
ていただいた結果であり、深く感謝申し上げたい。」と
お礼を述べていた。
また、この受賞にあたり森町長より祝金が手渡されて
いた。

森町長より表彰状を授与される永年勤続者

善

行

表

彰

感

謝

状
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第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　      

投
　
票
　
結
　
果

投
　
票
　
結
　
果 
 

第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

　
　
　
　
　 

　      

投
　
票
　
結
　
果 

小
川
地
区
の
チ
エ
ボ
ツ
ナ
イ
川
上

流
（
古
丹
別
市
街
地
か
ら
十
五
キ
ロ

ほ
ど
の
山
間
）
で
造
成
を
進
め
て
い

た
上
小
川
ダ
ム
（
道
営
防
災
ダ
ム
）

が
着
工
か
ら
二
十
八
年
の
経
過
を
経

て
、
総
事
業
費
約
八
十
七
億
円
を
投

じ
完
成
。
十
一
月
五
日
ダ
ム
管
理
棟

に
お
い
て
関
係
者
三
十
名
が
参
加
し
、

完
成
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

同
ダ
ム
は
、
道
内
八
番
目
（
管
内

五
番
目
）
の
防
災
ダ
ム
で
、
門
の
な

い
自
然
調
整
方
式
（
水
量
を
自
然
調

整
で
下
流
に
流
す
）。流
域
面
積
二
十

九
・
八
平
方
キ
ロ
、
総
貯
水
量
三
百

六
十
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
管
内
最

大
の
規
模
を
誇
る
。
下
流
に
約
三
百

七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
業
地
帯
を
洪

水
期
・
融
雪
期
の
水
害
か
ら
守
り
、

五
十
年
に
一
度
の
大
雨
に
も
耐
え
る

こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
農
業
用
水
の

安
定
確
保
が
図
ら
れ
る
。

小
川
地
区
で
は
、
米
作
や
メ
ロ

ン
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
農
業
主
体
で
あ
り
、
平
成
十
一

年
に
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
経

過
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
ダ
ム
の
完

成
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。ま

た
、
同
ダ
ム
は
秋
の
紅
葉
が
鮮

や
か
で
あ
り
、
来
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
、
苫
前
町
に
新
た
な
名

所
が
加
わ
っ
た
。

本年６月に撮影された上小川ダム

十
一
月
九
日
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
第
十
九
回

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
開

票
が
行
わ
れ
、
衆
議
院
小
選
挙
区
の
有

権
者
数
三，

六
〇
四
名
の
う
ち
二，

六

三
二
名
が
投
票
し
、
投
票
率
七
三
・
〇

三
％
と
前
回
平
成
十
二
年
総
選
挙
（
七

九
・
一
九
％
）
よ
り
六
・
一
六
％
下
回

っ
た
。

苫
前
町
に
お
け
る
小
選
挙
区
並
び
に

比
例
区
投
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
衆
議
院
小
選
挙
区
】

山
下
た
か
ふ
み
（
自
由
民
主
党
）

（
比
例
区
当
選
）

一，

二
九
二
票

小
平
忠
正
（
民
主
党
）

（
小
選
挙
区
当
選
）
一，

一
八
二
票

谷
た
て
お
（
日
本
共
産
党
）一

〇
七
票

無
　
効
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
票

【
衆
議
院
北
海
道
比
例
区
】

民
　
主
　
党
　
　
　
一，

〇
一
一
票

自
由
民
主
党
　
　
　
　
　
九
五
三
票

公
　
明
　
党
　
　
　
　
　
三
一
六
票

日
本
共
産
党
　
　
　
　
　
一
二
五
票
　

社
会
民
主
党
　
　
　
　
　
一
〇
五
票

無
効
票
等
　
　
　
　
　
　
一
二
二
票

留萌海上保安部では１１月１日
灯台記念日に併せて、同月４日力
昼漁港の壁画作製に尽力した菊池
浩さん（（株）東北建設取締役社長＝
古丹別）さんに感謝状を贈った。
感謝状は、力昼漁港の壁面に町

内小・中学生及び高校生による壁
画を自費で作製し、海洋環境思想
の普及を図ったことが認められた
もの。

菊池さんは、「何か地域に根ざし
た漁港をきれいにする方法がないか
思案し、各学校の協力を得てできた
こと。子ども達の夢や希望を自由に
描いていただき、地域住民の心が癒
されればそれが一番。」と喜びを語
ってくれた。利用する釣り客等によ
るゴミの不法投棄も減って、海洋環
境の保全にも大きな成果があがって
いる。

さんは「２年前の時に、
食べてみたらとても甘
くパイナップルの味そ
のものだった。」と今
回も期待を膨らませて
いた。パイナップルの
苗は、４鉢程度に株分
けされ大事に育てら
れ、一度実った株はも
う実をつけないとのこ
と。 是非一度ご賞味
預かりたいですね！　

古丹別の奥山きみ子さん（64才）が、９年
前友人からのお土産（沖縄）「パイナップルの
苗」から見事に実を実らせた。きみ子さんは、
肥料をこまめに与え、室内での温度管理に気を
つけながら、丹精に育てている。
２年前にも１度実をつけ、今回が２回目。枝

先には６ｃｍ程度のピンク色したとてもかわい
らしいパイナップルの実がなっている。きみ子

パイナップルが実った！
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保育士32年　菊池典子さん
厚生労働大臣表彰

１０月２３日
保育所の業務に
従事し児童福祉
の増進への貢献
が認められ、１
１月７日森町長
より表彰状が伝
達された。菊池

典子さん（57才＝古丹別）は、町外保育園７
年の勤務経験後、昭和５３年に現在の古丹別保
育所に勤務され、昭和６２年から同保育所所長
に就任。以後、豊富な保育経験を活かし、地域
に開かれた保育を実践。平成１２年からは古丹
別地域子育て支援センターを開設し、園児のみ
ならず地域の子育て相談支援や主任児童委員と
して民生活動を行うなど、まさに地域子育ての
母として奮闘している。菊池さんは「子どもの
顔を見ているとその純真さにいやな事も忘れて
しまいます。」と仕事への喜びを語ってくれた。

『子の心　親知らず』 苫
前
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

教
育
講
演
会

十
月
十
三
日
苫
前
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、
上

方
落
語
を
通
し
て
子
育
て

を
考
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
開
校

百
二
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
行
わ
れ
、
子
育
て
問

題
を
落
語
に
し
、
全
国
を

駆
け
巡
る
笑
福
亭
松
枝
さ

ん
が
、「
良
い
こ
と
と
悪
い

こ
と
の
区
別
を
つ
け
さ
せ

る
の
が
親
の
役
目
。
子
ど
も
は
大
人

が
思
う
以
上
に
敏
感
に
感
じ
て
い
る

も
の
。
地
域
で
の
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
が
失
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。」

と
、
笑
い
を
通
じ
て
親
子
の
絆
の
大

切
さ
を
問
い
か
け
て
い
た
。
会
場
は

苫
前
婦
人
会
の
協
力
の
も
と
託
児
所

が
設
け
ら
れ
、
子
育
て
現
役
世
代
の

父
母
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
た
。

僕
ら
の
川
を
守
り
隊
！

力
小
「
風
の
子
タ
イ
ム
」
で
研
究
報
告

力
昼
小
学
校
四
〜
六
年
生
四
名
が
、

こ
れ
ま
で
の
力
昼
を
流
れ
る
川
の
水

質
や
水
生
昆
虫
の
実
態
調
査
な
ど
を

も
と
に
、「
下
流
に
行
く
ほ
ど
川
の
に

ご
り
が
あ
り
、
生
活
廃
水
の
中
で
節

水
や
残
り
油
の
ふ
き
取
り
、
使
用
洗

剤
の
少
量
化
な
ど
を
実
践
し
、
川
水

を
き
れ
い
に
し
よ
う
。」
と
報
告
。

参
加
し
て
い
た
地
域
住
民
か
ら
は
、

「
解
り
易
く
、
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

川
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、
も
っ
と
大

切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
町
内

会
で
も
是
非
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

発表を行う子どもたち

親子の絆を問いかける笑福亭松枝さん

歳末の繁忙期を向かえ、
店舗、飲食店等には多数の
人が出入りし混雑が予想さ
れます。
また、全道的に火気の取

扱い不注意不始末で、死傷
者を伴った火災が多発して
いることから、地域住民の
防火意識の高揚を図り、出
火防止と人命損傷の絶無を
期するため、歳末特別警戒
を実施いたします。

あなたも住宅防火診断を行ってみませんか？

日頃から家族で火災予防に
ついて話していますか？
は　い　□　　いいえ　□

｢寝タバコはしない、させな
い｣を徹底していますか？
は　い　□　　いいえ　□

コンセントプラグのまわり
はきれいにしていますか？
は　い　□　　いいえ　□

ストーブの上には干し物を
干していませんか？
は　い　□　　いいえ　□

灰皿は吸殻をためないよう
に心がけていますか？
は　い　□　　いいえ　□

◎
「
は
い
」
が
４
個
以
上
の
方

よ
く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
　

調
子
で
頑
張
っ
て
！

◎
「
は
い
」
が
３
個
以
下
の
方

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
日
頃
の
注
意
が
　

必
要
で
す
！

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

皆さんもチェック

してみましょう！

テスト結果

僕
ら
の
川
を
守
り
隊
！
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お問い合わせ・ご相談は・・・

苫前町公民館　　　　　　電話　５－４０７６
苫前町スポーツセンター　電話　５－４５１５
webサイト http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
町
民
文
化

祭
展
示
部
門
は
、
公
民
館
オ
ー
プ
ン

十
周
年
を
向
か
え
、
十
一
月
一
〜
三

日
（
三
日
間
）
公
民
館
全
館
を
使
用

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
部
門
に
合

わ
せ
て
子
ど
も
向
け
の
「
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
（
ビ
デ
オ
上
映
）」
や
「
人
形

劇
」、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
陶
芸
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
や

来
館
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

初
日
の
人
形
劇
で
は
、
劇
団
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ｉ
Ｏ
え
ん
じ
ぇ
る
の
「
が
む
を
た

べ
た
か
ば
の
は
な
し
」
に
六
十
名
の

親
子
が
訪
れ
、
手
作
り
の
人
形
劇
を

楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、
展
示
部
門

で
は
菊
や
生
け
花
、
手
芸
や
写
真
、

木
工
、
陶
芸
な
ど
文
化
サ
ー
ク
ル
作

品
七
百
六
十
作
品
余
り
（
百
四
十
九

名
）
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。ま

た
、
二
日

目
に
は
陶
芸
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

の
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
抹
茶
サ
ー

ビ
ス
、
三
日
目

に
は
大
正
琴
の

無
料
体
験
と
三

日
間
公
民
館
で

楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
て
、

多
く
の
来
館
者

が
訪
れ
て
い
た
。

人形劇を楽しむ子どもたち

町内のスキー場がオープンします！
～安全のために、マナーを守って利用しましょう! ～

ス キ ー 場　　苫前三角点スキー場、古丹別緑ヶ丘スキー場

開 設 期 間　 平成１６年１月５日（月）～平成１６年３月７日（日）

定　休　日 毎週　火・木曜日　　※ただし、冬休み期間は火曜日のみを定休日とします。

リ　 フ　ト

運 行 時 間

１月５日～１月１８日

（冬休み期間）

１月１９日～３月７日

平　　日

土曜祝日

日 曜 日
平　　日

土曜祝日

日 曜 日

13：00～20：45

13：00～15：45

18：30～20：45

13：00～20：45

13：00～15：45

※ロッジはリフト運行終了後１５　
分間使用できます。

※16：45～18：30の時間帯はメ　
ンテナンスのため、リフト･ロ
ッジともに休止させていただき　
ます。

※リフト券は両スキー場共通です。

中学生以下　高校生以上

１　日　券　　 無　料　　 ３１０円

シーズン券　　 無　料　 ２，０３０円

苫 前 町 教 育 委 員 会

ｅ－ｍａｉｌ tph@jasmine.ocn.ne.jp

リフト利用料

開設期間・運行時間等

人
　
形
　
劇

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

人
　
形
　
劇

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

スキー場の開設期間やリフト
の運行時間などは、積雪や天
候状況により変更となる場合
がありますのでご注意下さい。
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●おなか（２）
こどもの腹痛で最も多い原因はウイルス性の胃腸炎
です。吐き気、嘔吐を伴うことが多く、その後下痢を
生じます。ウイルスが体から排泄されると軽快するこ
とがほとんどです。また、次に多いのが便秘です。漠
然とした不快感から激しい痛みまで様々です。
どんなに痛んでいても病院で浣腸をして、すぐに治
った経験のある方もいると思いますが、むやみに浣腸
すると危険なことがありますので、様子をみて受診し
てください。その際には排便の回数、便の状態を医師
に言うようにしましょう。
慢性の腹痛の原因には、とらえどころのないものも
あります。疲れや不安、心理的なものが原因のときで
す。この場合でも一度は医師の診察を受けて、虫垂炎
や膀胱炎などでないか確認する必要があります。もし

そうでなければ原因は体の中ではなく、体の外、生活
の中に見つかることが多いものです。医学的に問題が
ないから問題なし、というわけではありません。どこ
に対していつも以上の思いやりで、現実にある問題を
聞いてあげましょう。

●胸痛（むねの痛み）
成人の胸痛は、心臓の病気のことがありますが、こ
どもの胸痛は心臓が原因であることはほとんどなく、
筋肉か神経の痛みです。ただし、中には心筋炎という
恐ろしい病気の場合もあります。この場合は胸痛のほ
かに、発熱が続いてぐったりとしています。
めったにありませんが、このような場合は受診して
ください。

北海道立羽幌病院

子どもの症状の見分け方やその対処 こどもの痛み（あるいは泣く）（3）

国民健康保険・老人保健ガイドす
こ
や
か
ラ
イ
フ 

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技
術

の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
り
年
々
伸
び
続
け

て
い
ま
す
。
苫
前
町
の
高
齢
化
の
状
況

を
見
る
と
（
別
表
１
）、
昭
和
五
十
五

年
に
は
十
三．

一
％
で
あ
っ
た
高
齢
化

比
率
も
平
成
十
五
年
十
月
末
に
は
三
十

二
％
と
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
高
齢
化
と
と
も
に
本

町
の
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
も
過
去

五
年
間
の
推
移
で
は
、
平
成
十
二
年
度

以
降
に
老
人
医
療
費
制
度
改
正
に
伴
い

（
介
護
保
険
の
導
入
や
老
人
医
療
費
一

割
負
担
等
）、
過
去
三
年
間
平
均
七
十

七
万
円
程
度
で
減
少
傾
向
と
は
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。（
別
表
２
）

成
人
の
一
人
当
た
り
医
療
費
が
約
二

十
四
万
円
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
の
医
療
費
抑
制
の
推
進
を
図

る
に
は
、
ま
ず
高
齢
者
の
方
々
の
健
康

保
持
増
進
が
大
変
重
要
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
本
人
は
勿

論
の
こ
と
、
家
族
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の
予
防
及
び
早
期

発
見
、
早
期
治
療
、
重
複
・
多
受
診
の

防
止
を
図
り
、
住
宅
ケ
ア
等
の
推
進
に

努
め
る
よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ

う
！

進む高齢化、高齢化比率３２％
地域ぐるみで健康づくりを!!

（別表1）
苫前町の高齢化の推移

（国勢調査時）

※Ｈ15年数値は、10月31日現在住民基本台帳より

健 康 一 番
生きがい活動

年　度

Ｓ55

Ｓ60

Ｈ 7

Ｈ12

Ｈ15

総人口
①

6,528人

5,748人

4,868人

4,645人

4,327人

65才以上
人口　②

855人

897人

1,209人

1,319人

1,386人

比　率
②／①

13.1％

15.6％

24.8％

28.4％

32.0％

（別表2）
１人当たり老人医療費の推移

（老人医療受給者分）

年　度

Ｈ10

Ｈ11

Ｈ12

Ｈ13

Ｈ14

１人当たり医療費
（円）

819,308

822,890

763,785

810,630

746,865

対前年度
伸び率(%)

△9.3

0.4

△7.2

6.1

△7.9
※Ｈ14年度の数値については、概数値
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町
税
の
納
期

12月今
月
は

国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期
）

介
護
保
険
料
（
第
四
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～10月分）
３４，４２１，７０１円

平成15年10月分の実績
・供給電力量
４９６，９６０ｋＷｈ
６，２３５，６０５円

（設備利用率２７．６８％）

苫前町の交通事故情報
平成15年10月末現在

交通事故死ゼロ日数は

10月31日現在で531日

発生件数

１１件

死者数

０人

負傷者数

１７人

①
３
８
・
５
度
以
上

の
熱
が
続
く

②
激
し
い
せ
き
が
あ

る
③
の
ど
が
強
く
痛
む

④
関
節
痛
や
筋
肉
痛
、

腰
痛
な
ど
の
痛
み

が
あ
る

結
核
に
も
ご
用
心
！

結
核
は
、
風
邪
に
良
く
似
た
症
状

が
出
る
た
め
、
風
邪
と
思
い
込
ん
で

発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
邪
の
症
状
と
思
う
よ
う
な
、
せ
き

や
微
熱
、
倦
怠
感
は
結
核
の
症
状
で

も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が

２
週
間
以
上
長
引
く
時
に
は
、
必
ず

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
結

核
は
現
在
も
集
団
感
染
を
引
き
起
こ

す
重
大
な
感
染
症
で
す
。

他
人
事
と
思
わ
ず
、
年
に
一
度
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
町
で
は
来
年
二
月
三
〜
四

日
に
結
核
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
是
非
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ
て
き
て
、

風
邪
が
流
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か
？

風
邪
予
防
の
基
本

①
手
を
洗
う
！

手
に
つ
い
て
い
る
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
を
洗
い
流
す
。

②
う
が
い
を
す
る
！

口
の
中
に
い
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
洗
い
流
す
。

③
室
内
の
換
気
と
湿
気
に
注
意
！

乾
燥
し
た
空
気
は
喉
を
痛
め
る
だ

け
で
な
く
、
風
邪
ウ
イ
ル
ス
が
活

動
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
厚
着
を
し
す
ぎ
な
い
！

外
気
の
温
度
変
化
に
対
す
る
適
応

力
を
弱
め
、
不
必
要
な
発
汗
作
用

を
引
き
起
こ
し
風
邪
を
ひ
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
違
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
多
く
は
風
邪

よ
り
も
症
状
が
激
し
く
、
肺
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
時
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
い
、
注
意
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

「
風
邪
？
そ
れ
と
も
・
・
・
」 

今
月
担
当
は
大
内
保
健
師
で
す 

年金支給について（障害基礎年金その２）

支給される障害基礎年金（以下「年金」という。）の
額は、１級は996,300円、２級は797,000円が支給さ
れます。ただし、年金を受ける権利を得たとき、受給
権者と生計をともにする子（18歳となった日の最初の
３月31日までの間にある子）、又は障害の程度が１～２
級の状態にある20歳未満の子があるときは、１～２人
目については、１人につき229,300円、３人目以降は
１人につき76,400円が加算されます。
加算の対象となる子に異動が生じた場合は、次のと

おり加算額に増減が生じます。
①年金の受給権を得たときに胎児だった子が生まれた
場合は、生まれた日の翌月から加算されます。
②次のいずれかに該当したときは、その翌月から減額
されます。
ア　死亡したとき

イ　受給権者による生計維持の状態がやんだとき
ウ　婚姻をしたとき
エ　受給権者の配偶者以外の方の養子になったとき
オ　離縁によって、受給権者の子でなくなったとき
カ　18歳となった日の次の3月31日を終了したとき、
又は１～２級の障害にある子が20歳になったとき

キ　20歳未満の障害のある子が、１～２級の障害でな
くなったとき（18歳未満の場合は除く）

障害の程度が変わった場合は、本人の請求等により
年金額が改定され、障害の程度が重くなったときは年
金額の改定を請求できますが、年金を受けることとな
った日から１年経過しないと請求できません。また、
障害の程度が２級より軽くなった場合は、その期間に
ついて年金が支給停止となり、その間に再び悪化した
場合は支給が再開されます。

国民年金に未加入や未納の場合、事故や病気で障害が
残っても年金を受けられない場合があります。 特に若
い人が交通事故で障害を負うケースが多いので必ず国民
年金に加入しましょう。

マイプランをしっかりと

国 民 年 金
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戸
籍
の
小
箱

芳
賀
友
莉
那

ゆ

り

な

貴
史
／
晶
子
10
月
13
日
昭
　
和

亀
谷
朔
太
郎

さ
く
た
ろ
う

司
／
理
恵
子
10
月
22
日
力
　
昼

加
賀
谷
柊
次

し
ゅ
う
じ

之
治
／
由
美
子

10
月
24
日

旭

安
藤
　
碧
唯

あ
お
い

隆
宏
／
伸
子
11
月
９
日
古
丹
別

猫
島
　
徳
人

の
り
ひ
と

貴
之
／
裕
子
11
月
10
日
長
　
島

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

長女長男長男長男長男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

忠
津
　
正
利
（
81
歳
）
10
月
23
日

古
丹
別

赤
平
　
タ
ミ
（
84
歳
）
10
月
28
日

旭

山
根
サ
ツ
ヱ
（
76
歳
）
11
月
10
日

上
　
平

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

苫
前
町
へ
寄
付

○
羽
幌
町（
有
）エ
フ
ケ
ー
ド
ラ
ッ
グ

（
代
）
福
　
井
　
俊
　
之
　
様
　

（
老
人
福
祉
資
金
と
し
て
）

各
町
内
会
へ
寄
付

（
長
島
町
内
会
へ
）

○
遠
別
町
　
浅
　
井
　
雄
　
一
　
様

各
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
古
丹
別
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
古
丹
別
　
小
　
田
　
ス
　
イ
　
様

（
長
島
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
遠
別
町
　
浅
　
井
　
雄
　
一
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

明
年
一
月
五
日
か
ら
旭
川
地
方
法

務
局
留
萌
支
局
で
は
、
国
籍
に
関
す

る
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
の
次
ぎ
の
届
出
又
は
申
請

は
、
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局
に

お
い
て
手
続
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

☆
帰
化
許
可
申
請

外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍
取
得
の

た
め
、
法
務
大
臣
へ
の
申
請

☆
届
出
に
よ
る
国
籍
取
得

国
籍
法
に
定
め
ら
れ
た
外
国
籍
の

方
が
届
出
す
る
こ
と
で
日
本
国
籍
を

取
得
す
る
も
の

☆
国
籍
離
脱

日
本
国
籍
と
そ
れ
以
外
の
国
籍
を

持
つ
重
国
籍
の
方
が
日
本
国
籍
を
離

脱
す
る
手
続
き

そ
の
他
国
籍
に
関
す
る
相
談
や
重

国
籍
の
方
の
国
籍
選
択
等
、
国
籍
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
法
務
局
留
萌
支
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
〇
七
七
‐
〇
〇
七
八

留
萌
市
大
町
二
丁
目
十
二
番

旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

�
〇
一
六
四
‐
四
二
‐
〇
四
九
二

当座預金、普通預金、別段預金については
平成１７年３月末まで

引き続き全額保護されます

こうなります！

預　金　保　険　制　度

平和記念事業特別基金では、次ぎの方に、内閣総理
大臣名の書状などを贈呈しています。
○旧軍人軍属で恩給などを受けていない恩給欠格者の方
（請求することなく亡くなられた恩給欠格者のご遺族）
○終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げてこられた方
詳しくは独立行政法人平和記念事業特別基金

フリーダイヤル０１２０－２３４－９３３まで
ホームページ　http://www.heiwa.go.jp/

交通事
故

にあっ
て 困った時、困った人
のご相談 相談無料

札幌自動車保険請求相談センター
（社）日本損害保険協会北海道支部　http://www.sonpo.or.jp

�０１１－２９０－１８８１（直通）
相談日：月曜日～金曜日（9:00～12:00／13：00～17：00）
弁護士相談日：毎月第２・４木曜日（13：00～16：00）

～予約制・相談料無料・要面談～
＊専門の相談員が相談に応じます。（祝日除く）

回
収
し
た
古
い
電
話
帳
は

電
話
帳
用
紙
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
資
源
保
護
の

た
め
、
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
、
新

し
い
電
話
帳
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
（
一
月
中
旬
か
ら

お
届
け
予
定
）
を
お
届
け
の
際
に
、

古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
又
は
、
不
在
な
ど
で
お
渡

し
い
た
だ
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
再

度
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

平
　
　
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
八
時

土
曜
祝
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
日
曜
日
は
お
休
み
で
す
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

○預金保険制度に加入している金融機関は？
銀行／信用金庫／信用組合／労働金庫／信金中央

金庫／全国信用協同組合連合会／労働金庫連合会
※農協、漁協、水産加工協等の系統金融機関は、別途農水産
業協同組合預金保険制度に加入しています。

○もっと詳しく知りたい方は？
預金保険機構�03(3212）6029、北海道財務局�
011(709)2311または金融機関窓口でご確認下さい。

●定期預金等については、これまで同様預金者一人当
たり一金融機関毎に元本１千万円までとその利息等
保護されます。
●平成１７年４月以降は、当座預金等の利息のつかな
い預金が全額保護されることになります。

恩給欠格者、引揚者の皆様へ
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▽
ま
た
、
幼
い
命
が
親
の
手
に
よ
っ

て
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
報
道
が

後
を
絶
た
な
い
。
▽
ど
う
し
て
こ
ん

な
事
件
が
起
こ
る
の
か
。
核
家
族
化

や
子
育
て
世
代
の
孤
立
化
な
ど
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
。
▽
ほ
と
ん
ど
の
親
が

子
育
て
で
悩
み
は
あ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
を
親
同
志
で
情
報
共
有
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
、
問
題
が
問
題
で
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
▽
そ
ん
な

場
の
一
つ
と
し
て
、
苫
前
、
古
丹
別

両
地
区
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
育
所
内
）
が
あ
り
ま
す
。
▽
月
二

回
の
「
遊
び
の
広
場
」
や
「
育
児
相

談
」
な
ど
利
用
は
園
児
以
外
の
方
も

Ｏ
Ｋ
！
▽
何
よ
り
も
子
ど
も
の
成
長

が
見
ら
れ
る
の
が
親
に
と
っ
て
も
心

強
い
。
▽
無
邪
気
に
駆
け
回
る
子
ど

も
の
姿
を
見
る
の
が
、
一
番
！
▽
こ

れ
か
ら
冬
に
か
け
て
遊
び
場
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
育
児
に
追
わ
れ
て
い

る
方
は
、
一
度
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３２７人　（－　５）
男／２，０４９人　（＋　２）
女／２，２７８人　（－　７）

◎世帯／１，７８３世帯（－　５）

１０月３１日現在（ ）内前月比

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育
所

（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の
園
児

や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
春
一
月
号
の
予
定
は
古
丹
別
中

学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
で
す
。

苫前小学校の児童の作品

「ライオン」「公園であそんでいるわたし」「稲かり」

「ポ　チ」「ぼくときつね」

「うさぎのおもちつき」「マッチ売りの少女」

「かみなりのすきなへそ」

ブタみたいにかわ
いい顔になりまし
た。からだがきに
いっています。

１年

五十嵐海渡くん

くふうしたところ
は、お花が飛び出
るようにしたとこ
ろです。

２年

白府　佳歩さん

工夫した所は、も
みをていねいにほ
ったことです。う
まくできたところ
は、服のもようで
す。

５年

菊地みさとさん

やねと犬の顔がう
まくいきました。
顔を切るところが
緊張しました。

１年

清水理緒奈さん

むずかしかっ
たところは、
耳です。かん
たんだったと
ころは、きつ
ねです。

３年

芳賀　翔太くん

きねをストローで
やって、色をぬり
ました。むずかし
かったです。

２年

川村なつきさん

かざりつけで、は
でになった。「び
ょ～ん」という感
じがむずかしかっ
たので、手伝って
もらった。

４年

西村　理穂さん

こうらのもようを
一つずつ色々な形
にかえて大変でし
た。

６年

長澤　圭宏くん


